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「令和元年度 第６回大月みらい協議会」 

会 議 概 要 

  

日  時  令和元年１２月２０日（金）午後７時から午後９時まで 

場  所  大月短期大学 会議室 

出 席 者  委員１７名（欠席５名）  

委員 小俣理美、小笠原則雄、長田弘、小林聡、佐藤總明、志村淳、志村賢二、 

庄司有紀、白川惠子、白川太、鈴木龍子、中島啓介、福嶋尚美、 

三木範之、三富聖久、矢光重敏、山口隆太郎 

（※敬称略） 

【事務局】 井上課長、久保井リーダー、堀内、後藤（市企画財政課） 

 

１．小俣議長あいさつ 

皆様こんばんは。先ほどまで各グループの代表の方が大月市議会と意見交換会をしてきま

した。大変有意義な時間だったと思います。またこのような機会を設けたいと市議会の方で

おっしゃっていました。 

今年は残すところ１０日ほどですが、いよいよ来年はみらい協議会としてバージョンアッ

プした動きがあるのではないかと思っております。皆様よろしくお願いします。 

 

２.議事 

（１）令和元年度第５回会議概要について 

●会議概要を市ホームページへ掲載することについて審議を行い、承認されました。 

 

 

（２）大月市まち・ひと・しごと創生総合戦略に伴う施策提案書について 

 ●事務局から、大月市が地方創生推進交付金を活用して取り組んだ事業に対しての委員の

評価結果について説明がありました。また、委員の皆様からご提案のあった「第２期大

月市まち・ひと・しごと創生総合戦略に盛り込む新たな施策」の取りまとめ結果につい

て説明がありました。 

 

【小俣議長】 

   ありがとうございました。今、事務局から説明がありましたが、ここでは、「地方創生推

進交付金を活用して取り組んだ事業の評価」と「第２期大月市まち・ひと・しごと創生総

合戦略に盛り込む新たな施策」を審議していただき、市へ提出する提案等を決めていきた

いと思います。 
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  それでは、まず始めに、地方創生推進交付金を活用して取り組んだ事業の意見について

審議していきたいと思います。皆様からいただいた意見については、問題点の指摘も含め

て、このような意見があったということで、すべての意見を市へ提案したいと思います。

また、「評価する」と「評価しない」という項目については意見が分かれており、これをこ

こでどちらかを選ぶというのは難しい部分もあることから、評価の部分について、大月み

らい協議会としての意見は、私に一任していただきたいと考えております。 

地方創生推進交付金の評価については、このようにまとめさせていただきたいと思いま

すが、よろしいでしょうか？ 

（異議なし） 

ありがとうございます。 

次に「第２期大月市まち・ひと・しごと創生総合戦略に盛り込む新たな施策」について

です。こちらについては、皆様に審議をお願いできればと思います。進行については、山

口副議長にお願いしたいと思います。山口副議長、よろしくお願いします。 

 

【山口副議長】 

山口です。「第２期大月市まち・ひと・しごと創生総合戦略に盛り込む新たな施策」につ

いては、私の方で進行をさせていただきます。皆様から提出のあった施策提案書について、

一つ一つ審議していきたいと思います。そして、この中から「大月みらい協議会」として

提案する提案書を決めていきたいと思います。 

進め方としまして施策提案書は、会議の直前ではありましたが、事前にメール等で皆様

に送付させていただきましたので、提案者から内容の説明については省略した上で、１２

の提案の一つ一つについて、１件３分程度、質疑応答を行っていきたいと思います。 

そして、お手元に施策提案評価表を配付させていただきました。質疑応答後、皆様には、

大月みらい協議会としての提案の可否を○か×で評価をお願いします。また、○または×

にした意見を記入する場合、コメント欄にお願いします。基本的にはすべての提案に○か

×を付けていただいて、期限を１２月２４日までとし、市に提出していただきたいと思い

ます。なお、記入の際には、ご自身の提案書を除いて評価してくださいますようお願いし

ます。 

なお、施策提案評価表の下の枠に「市の現状」という欄があります。提案に関連する現

在の市の取り組み状況が示されています。こちらと質疑応答を踏まえて、皆さんには提案

書を評価していただきたいと思います。 

以上のような形で進めていきたいと思いますが、よろしいでしょうか？ 

（異議なし） 

では、各提案について、質疑応答を行っていきます。 

●提案書№１～№１２の質疑応答 

（３）暫定グループ会議  
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【小俣議長】 

 次は議事の３ 暫定グループ会議についてです。 

 暫定グループ会議に入る前に、皆様にご連絡があります。当初に決めたスケジュールでは、

今年いっぱいまで、グループのメンバーは「暫定」という形を取っており、次回会議でグル

ープメンバーの確定を行います。 

 そこで、皆様には、次回会議までに、今の所属するグループから、グループを変更したい

という場合は、事務局までご連絡をお願いします。 

 ご連絡がなければ、暫定に所属したグループでメンバーを確定したいと思います。よろし

くお願いします。 

暫定グループ会議は、この会議室の時計で、午後８時３５分までとします。なお、時間に

なりましたら、３つのグループリーダーより、会議の内容の発表をお願いします。それでは

会議を始めてください。 

 

 

●その後、「職場体験」、「学童クラブ」、「情報発信」の３つの暫定グループに分かれて、会議

が行われました。 

●会議終了後、暫定グループ代表者より、会議の内容について発表を行いました。 

 

 

＜Ｄグループ（情報発信事業）＞ 

【中島委員】 

 Ｄグループの会議で決まったことは、ほぼありません。次回のグループ会議が１月２４日

に開催することが決まりました。 

 これからの構想は、再来年の３月までに委員の任期がありますが、それまでに情報発信に

関してどういうゴールを設定するかが決まっていないのですけれども、イメージとして、ホ

ームページで発信できるツールを開始して、再来年の３月までにはどこかに引き継げるよう

な運営を続けることを考えています。 

 インターネットによる情報発信では、Ｄグループの次回の会議で委員の考えを持ち寄って

方向づけをしたいです。前回の任期から引き継いできた「大月仕事人」のウェブ版を掲載す

る。あとはどういった形でお願いするのかわかりませんが、例えばＡグループの職業体験の

協力企業の募集の記事を書いて掲載するとか、Ａグループで行った取り組みを公開するとか、

報告を掲載したいと考えており、来年に着手したい。他のグループの取り組みをインターネ

ットで発信することで、取り組みを知ってもらうことでお互いのグループにとって便益があ

るように思います。そうすれば、大月の為にもなるし、市外の人が見て「大月でこんな良い

ことをやっているんだ」ということになれば、ひょっとすれば出生率にもつながるのではな

いかと思います。 
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 とにかく、情報発信というのは非常に重要なことだと思っています。Ｄグループの活動と

ともにＡ・Ｃグループの皆さんとも連携を取りつつ準備を進めていけたらと思います。 

 以上です。 

 

＜Ｃグループ（学童クラブ事業）＞ 

【志村淳委員】 

 暫定Ｃグループの報告をさせていただきます。 

 この１カ月、来年の初めころまでの事業について打ち合わせをしました。それから、Ｃグ

ループでは１２月まで暫定グループ、１月からは暫定が取れるということで、私が暫定のリ

ーダーをやってきましたけれども、打ち合わせをしまして今後は矢光委員がリーダーを受け

てくれることになりました。そして、改めて新年からのことを考えながら、ゴールあるいは

取り組みの形を整えていこうかなと思っております。 

 以上です。 

 

＜Ａグループ（職場体験事業）＞ 

【白川太委員】 

  暫定Ａグループの報告をさせていただきます。 

まずは大月東中学校に対しましては「職業講話」や「職場体験」の一通りのカリキュラ

ムは終了しました。 

  学校の先生や生徒さんの意見やコメントをいただいて、猿橋中学校あるいは来年の大月

東中学校に向けての反省会をしていく予定です。 

あとは、猿橋中学校が４月早々くらいから「職場体験」がスタートしますので、準備を

考えると年度内に猿橋中学校との話し合いをしなければならないと思っております。 

  今回の中で、企業側の意見として職業講話を７名の方が行いましたが、非常に受けがよ

く職業講話だけで終わらせるのが惜しい内容です。実は大月東中学校でビデオを撮ってあ

るらしいのです。これを活用し、大人が聞いても面白いというようなことを聞いています。 

なんとかこれを活用できるような、大人がこれを見る方法とかないでしょうかというのが

一つの問いかけです。 

  それともう一つ、富士吉田市の教育委員会で行ったイベントが記事に載っていました。

それを読むと、職業講話の延長で、生徒たちとの座談会というものを開いたそうです。い

ろんな業界から２０代から３０代の若い社員の方たちが１０名程度集まって車座になって

行ったそうです。仕事のことなどをやったということです。講演だと、興味がない生徒も

中に入ってくるわけですが、座談会の小グループでやった時は非常に良かったというよう

なコメントが載っています。Ａグループでも、こういうことを考えていった方が良いのか

なと思いました。これを今後の課題にしたいと思っています。 

それから例のごとくお願いなのですが、企業側がやることについては「みらい夢カード」
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を作成していただき、それを学校に貼付したいと思っており、去年から、徐々に増えてき

ました。まだまだ少ないかなと思っていますので、市議会議員の先生との意見交換の中で、

賛同していただける企業を紹介するとおっしゃっていただけました。ぜひ、大月みらい協

議会の委員の皆様の中でも賛同していただける事業所や企業さんにご紹介いただければと

思います。 

以上です。 

 

（５）その他 

【事務局】 

●次回定例会の日程は、来年１月下旬頃を予定しております。議長、副議長と日程調整を

させていただき、委員の皆様にはメール及び郵送にて次回のご案内をすることとなりま

した。 

 

 


